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博士論文 「沖縄女性学の構築：うないイズムの文化実践」 概要      
 （英文タイトル The Construction of Okinawan Women's Studies: “Unaiism,” a performative 
discourse for Okinawan women’s activity ) 
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[第 1 部]  「沖縄女性学」という場
トポス


























































































































































































[第 3 部]  エスノポエティクス（沖縄の詩学）の確立に向けて 










なぜジャンル横断的な場が必要なのか。それは、2012 年 5 月に出版された『オキナワ終わらぬ戦争』
（戦争文学作品集 全 20 巻の最新刊）のテーマが示すように、戦争が常態化している沖縄や沖縄に生き
る人々を語る沖縄文学というジャンルは、すでに純文学という狭い衣を脱ぎ捨てて、現実にもっと寄り
添うための、「証言者」としてのポジションを選び始めているように思われるからである。ミシェル・ド
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